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１８・４・３０

議
員

交
付
税
不
交
付
団
体
の

本
市
の
視
点
か
ら
考
え
た
三
位

一
体
の
改
革
の
課
題
は
何
か
。

市
長

国
と
対
等
な
立
場
で
要

望
活
動
等
を
積
極
的
に
行
い
、

市
民
が
よ
り
満
足
す
る
市
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

第
３
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
介
護
保
険
事
業

が
展
開
さ
れ
る
。
①
要
支
援
、

要
介
護
１
・
２
で
在
宅
介
護
サ

U
ビ
ス
を
受
け
る
市
民
へ
の
影

響
を
予
測
し
、
セ
U
フ
テ
ィ
・

ネ
ッ
ト
策
を
確
立
す
る
こ
と
が

必
要
だ
②
税
制
改
正
に
よ
る
市

民
負
担
増
に
つ
い
て
聞
く
。

健
康
福
祉
部
長

①
適
切
な
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
②
非

課
税
か
ら
課
税
に
な
る
高
齢
者

は
、
保
険
料
の
区
分
段
階
や
利

用
者
負
担
段
階
の
変
化
で
負
担

増
が
見
込
ま
れ
る
が
、
２
年
間

の
激
変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ

る
。
サ
U
ビ
ス
利
用
に
影
響
が

な
い
よ
う
周
知
に
努
め
た
い
。

議
員

高
山
小
学
童
保
育
所
が

校
外
に
増
設
さ
れ
る
。
①
４
月

入
所
が
で
き
な
い
状
況
と
聞

く
。
学
童
保
育
所
・
小
学
校
・

保
育
園
・
幼
稚
園
が
子
ど
も
の

情
報
を
共
有
し
、
増
設
の
必
要

性
を
早
期
に
確
認
す
べ
き
だ
。

そ
う
す
れ
ば
、
補
正
予
算
の
計

上
な
ど
４
月
入
所
に
対
応
す
る

手
法
も
可
能
で
は
な
い
か
②
安

全
面
等
で
、
保
育
の
格
差
に
つ

な
が
ら
な
い
か
不
安
を
抱
く
保

護
者
も
い
る
。
設
置
場
所
の
選

定
に
保
護
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
な
ど
方
法
を
工
夫
せ
よ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長

①
方
法

な
ど
検
討
し
た
い
②
今
後
も
計

画
的
な
改
修
等
、検
討
し
た
い
。

議
員

障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
に
伴
い
開
始
さ
れ
る
就
労
支

援
の
所
得
保
障
効
果
や
、
サ
U

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
の
一
部
減

免
に
よ
る
効
果
が
ど
の
程
度
か

見
え
ず
、
不
安
も
残
る
。
①
障

が
い
者
施
策
の
方
向
性
を
聞
く

②
事
業
者
か
ら
は
、
報
酬
単
価

が
低
く
、
運
営
が
継
続
で
き
る

か
不
安
と
の
声
も
聞
く
。
補
助

を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

①
個
別
的
就
労
支
援
の

強
化
、
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

U
ク
の
構
築
を
図
り
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

②
十
分
な
分

析
等
す
ぐ
に
始
め
た
い
。

議
員

ア
ス
ベ
ス
ト
は
大
き
な

社
会
問
題
と
な
り
、
市
民
も
不

安
を
抱
い
て
い
る
。
①
相
談
体

制
の
充
実
を
図
れ
②
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
へ
の
助
成
制
度
を
開
始

す
る
が
、
民
間
の
検
査
機
関
は

依
頼
が
殺
到
し
て
い
る
よ
う

だ
。こ
う
し
た
こ
と
も
考
慮
し
、

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

議
員

国
民
保
護
計
画
の
策
定

は
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
計
画
の

策
定
を
や
め
る
べ
き
だ
。

市
長

法
律
に
基
づ
い
て
対
応

す
る
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

医
療
制
度
改
革
に
よ
っ

て
、
高
齢
者
の
大
幅
な
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
る
。
市
は
セ
U
フ

テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
機
能
を
果
た
せ
。

市
民
部
長

市
長
会
を
通
じ
て

国
へ
の
要
望
を
強
め
て
い
く
。

議
員

青
年
の
雇
用
問
題
は
、

依
然
深
刻
だ
。
就
労
支
援
施
策

の
充
実
・
拡
大
と
、国
へ
対
策
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

市
長

「
し
ご
と
の
相
談
窓
口
」

の
充
実
や
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
U

の
実
施
を
拡
大
し
て
い
く
。

議
員

障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
に
伴
う
負
担
増
に
対
し
て
、

障
が
い
者
の
不
安
が
募
っ
て
い

る
。
減
免
制
度
を
拡
充
せ
よ
。

市
長

低
所
得
者
へ
の
一
部
減

免
措
置
を
講
ず
る
予
定
だ
。

議
員

介
護
保
険
制
度
の
改
定

に
よ
っ
て
、
低
所
得
者
へ
の
大

生
活
環
境
部
長

①
相
談
窓
口

の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
②
検

査
機
関
の
紹
介
な
ど
十
分
対
応

で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
債
の
活

用
に
つ
い
て

和
施
策
／
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
施
策
／
保
育
園
の
待
機
児

童
解
消
／
小
・
中
一
貫
教
育

校
／
教
育
基
本
法
の
改
正
／
公

議
員

市
債
の
現
在
高
な
ど
債

務
残
高
の
合
計
を
把
握
し
、
上

限
枠
を
設
定
す
る
な
ど
引
き
続

き
削
減
努
力
を
し
て
、
新
た
な

市
民
サ
U
ビ
ス
や
公
共
施
設
の

補
修
整
備
な
ど
将
来
の
財
政
需

要
に
備
え
る
べ
き
だ
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長

現
在

の
市
債
残
高
の
水
準
か
ら
見
て

残
高
の
抑
制
は
必
要
で
あ
る
。

市
債
の
発
行
額
が
元
金
償
還
額

を
超
え
な
い
こ
と
を
一
定
の
め

ど
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

行
政
の
効
率
化
な
ど
、

経
常
経
費
を
減
ず
る
年
度
目
標

を
設
定
し
、
中
長
期
的
に
は
経

常
収
支
比
率
が
80
％
を
切
る
数

字
を
目
標
に
改
善
努
力
せ
よ
。

市
長

財
政
構
造
の
柔
軟
性
の

維
持
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

引
き
続
き
財
政
の
健
全
性
の
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
市
民
と
の
協
働
関
係
を

継
承
・
発
展
し
て
い
く
中
で
進

め
る
べ
き
だ
。
旧
来
組
織
と
の

連
携
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長

従
来
の
団
体
と
の
連
携

は
不
可
欠
だ
。
市
民
や
関
係
団

体
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員

社
会
全
体
で
子
育
て
に

取
り
組
む
子
育
て
の
社
会
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
市
民
・
地
域
が
し
っ
か

り
と
見
守
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
だ
。見
解
を
問
う
。

市
長

家
庭
や
地
域
の
子
育
て

力
を
高
め
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
基
盤
に
し
た
地
域
の
多

様
な
主
体
の
参
加
・
協
力
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

議
員

新
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
は
、
施
設
整
備
だ
け
で
な
く

市
民
セ
ン
タ
U
の
全
体
構
想
を

考
え
る
中
で
行
う
べ
き
だ
。

助
役

新
ご
み
処
理
施
設
か
ら

発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
U
な
ど

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
調
布

市
の
意
向
も
よ
く
踏
ま
え
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

小
・
中
一
貫
教
育
校
に

つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
な
が
ら
改
善
を
積
み

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ど

う
検
証
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

教
育
委
員
会
事
務
局

に
検
証
委
員
会
な
ど
を
設
置
し

て
、評
価
・
改
善
を
図
り
た
い
。

議
員

井
の
頭
地
区
で
の
地
域

ケ
ア
サ
ポ
U
ト
推
進
の
モ
デ
ル

事
業
が
最
終
年
次
を
迎
え
る
。

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

市
長

モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
市
民
と

定
着
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て

協
議
を
し
、
さ
ら
に
次
の
地
域

へ
の
展
開
も
図
り
た
い
。

議
員

減
災
の
視
点
か
ら
も
、

市
民
に
支
え
ら
れ
た
自
主
防
災

組
織
の
充
実
強
化
が
必
要
だ
。

総
務
部
長

今
後
も
自
主
防
災

組
織
の
充
実
等
に
努
め
た
い
。

議
員

平
成
18
年
度
予
算
が
執

行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
民
生

活
が
安
全
安
心
で
暮
ら
し
や
す

い
三
鷹
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を

期
待
し
、市
長
の
所
見
を
聞
く
。

市
長

総
合
的
な
安
全
安
心
体

制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
中
で
、
実
感
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
目
指
す
。

議
員

高
環
境
・
高
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

と
生
活
環
境
の
現
状
に
つ
い
て

市
民
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長

平
成
16
年
度
実
施
し
た

「
第
３
次
基
本
計
画
」
改
定
に

あ
た
っ
て
の
市
民
意
向
調
査
の

結
果
か
ら
、
一
定
の
評
価
を
し

て
い
る
と
受
け
と
め
て
い
る
。

議
員

行
財
政
改
革
に
関
し
、

①
歳
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
の
成
果
を
伺
う
②
三
位
一
体

の
改
革
の
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
聞
く
③
「
事
業
仕
分
け
」
な

ど
さ
ら
な
る
改
革
が
必
要
だ
。

市
長

①
一
層
の
経
費
削
減
と

選
択
と
集
中
に
よ
る
施
策
の
重

点
化
を
進
め
た
②
市
民
サ
U
ビ

ス
の
低
下
が
な
い
よ
う
細
か
い

対
応
を
図
る
③
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
研
究
し
て
み
た
い
。

議
員

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守

る
に
は
全
市
民
で
見
守
る
意
識

の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。
取
り

組
み
の
強
化
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長

関
係
団
体
が
一
体
と
な

り
、
協
働
に
よ
る
全
市
的
取
り

日
本
共
産
党
　
栗
原

健
治
　
議
員

政
新
ク
ラ
ブ
　
宍
戸

治
重
　
副
幹
事
長
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守
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公
明
党
　
丹
羽

秀
男
　
幹
事
長
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子どもの食の安全確保が必要だ
…第三中学校ドライシステム調理場

小
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中
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校
「
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幅
な
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

十
分
な
サ
U
ビ
ス
提
供
の
た
め

に
、負
担
軽
減
策
を
拡
充
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
長

保
険
料
軽
減

制
度
の
継
続
、
利
用
者
負
担
軽

減
制
度
の
拡
充
を
図
り
た
い
。

議
員

子
育
て
支
援
充
実
の
た

め
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

に
お
け
る
就
学
前
ま
で
の
所
得

制
限
を
撤
廃
す
べ
き
だ
。

市
長

所
得
制
限
の
大
幅
な
緩

和
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

議
員

教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
30
人
以
下
の
少
人
数
学
級

の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
。
ま

ず
小
学
１
年
生
で
導
入
せ
よ
。

教
育
長

現
状
で
は
極
め
て
困

難
だ
。
40
人
未
満
の
学
級
編
制

の
推
進
を
都
に
要
請
し
た
い
。

議
員

東
京
外
郭
環
状
道
路
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
自
然

と
住
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
計
画
に
対
し
て
拒
否

の
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
。

市
長

市
民
等
の
意
見
を
聞
い

て
、
課
題
に
対
す
る
要
望
書
を

国
・
都
に
提
出
し
て
い
く
。

議
員

子
ど
も
の
食
の
安
全
確

保
の
た
め
、
給
食
調
理
業
務
の

委
託
化
は
や
め
る
べ
き
だ
。

教
育
部
長

食
の
安
全
を
前
提

に
、
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員

福
祉
サ
U
ビ
ス
の
利
用

料
の
新
設
・
改
定
は
、
高
齢
者

や
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
増
と

な
る
。
取
り
や
め
る
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長

一
定
の
応
益

的
負
担
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
憲
法
と
平

共
施
設
等
の
耐
震
化
／
行
政
の

責
任
分
野
／
公
設
民
営
保
育

園
／
生
活
保
護
家
庭
等
見
舞
金

事
業
／
財
源
対
策
な
ど

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

地
域
の
防
犯
力
を
高
め

る
意
味
か
ら
、
空
き
交
番
の
解

消
に
向
け
て
の
対
応
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長

パ
ト
ロ
U
ル
カ
U
巡
回
の
強
化

と
24
時
間
警
察
官
常
駐
を
目
指

し
て
、
要
請
し
て
い
き
た
い
。

議
員

バ
リ
ア
フ
リ
U

の
ま
ち

づ
く
り
は
、
き
め
の
細
か
い
取

り
組
み
が
必
要
だ
。
自
転
車
で

の
市
内
視
察
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長

多
面
的
な
視
点
で
の
動

線
や
移
動
の
阻
害
要
因
を
共
通

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
体
で
感
じ
取
る

取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
。

議
員

本
市
の
公
共
施
設
は
、

計
画
的
、
重
点
的
な
耐
震
改
修

の
促
進
が
急
が
れ
る
。
今
後
の

耐
震
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長

「
改
正
耐
震
改
修
促
進

法
」
等
の
関
係
法
令
に
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
対
象
施
設
の

精
査
等
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員

待
望
の
小
・
中
一
貫
教

育
校
が
ス
タ
U
ト
す
る
。
教
育

の
原
点
と
、
今
後
の
学
校
教
育

に
つ
い
て
の
所
見
を
聞
く
。

教
育
長

子
ど
も
は
日
本
の
未

来
の
宝
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
教
育
の

実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
不
審
者
情

報
へ
の
対
応
／
耐
震
偽
装
と
建

築
確
認
業
務
に
つ
い
て
な
ど

３
月
７
日
に
、
各
交
渉
会
派
（
所
属
議

員
３
人
以
上
の
会
派
）
の
代
表
者
４
人
が
、

平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
質
疑
を
し

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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